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「
世
界
の
工
場
」
中
国 
の
巨
大
さ

　
　

　

筆
者
が
住
ん
で
い
た
頃
の
１
９
９
０
年
代
、

英
国
の
新
聞
記
事
で
こ
ん
な
表
現
を
目
に

し
た
。

　

「
ス
ー
パ
ー

・
リ
ラ
イ
ア
ブ
ル
な
日
本

製
品
」
—
—
。

　

こ
う
し
た
記
述
を
頻
繁
に
目
に
し
て
、

　

「
日
本
製
品
の
信
頼
性
は
滅
茶
苦
茶

に
高
い
の
だ
な
…
…
」
と
、
誇
ら
し
く
思

っ
た
も
の
だ
。

　

当
時
、
英
国
の
サ
ッ
カ
ー

・
リ
ー
グ
の

多
く
は
日
本
の
家
電
メ
ー
カ
ー
が
ス
ポ
ン

サ
ー
で
、
選
手
達
は

「
シ
ャ
ー
プ
」
（
ユ

ナ
イ
テ
ッ
ド
）
と
か
、
「
Ｊ
Ｖ
Ｃ
」
（
ア
ー

セ
ナ
ル
）
と
か
、「日
立
」
（
リ
バ
プ
ー
ル
）

い
う
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
を
つ
け
て
走
り
回
っ
て

い
た
。

　

だ
が
、
い
つ
の
時
代
も
メ
イ
ド
・
イ
ン
・

ジ
ャ
パ
ン
の
信
頼
性
が
高
か
っ
た
わ
け
で
は

な
い
。
米
国
人
コ
ラ
ム
ニ
ス
ト
、
ボ
ブ
・

グ
リ
ー
ン
氏
が
書
い
た
も
の
に
、
こ
ん
な

も
の
が
あ
っ
た
。
子
供
の
頃
、
親
戚
の
女

の
人
が
ク
リ
ス
マ
ス
に
カ
シ
ミ
ア
の
コ
ー
ト

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
て
大
喜
び
し
て
い
る

と
、
悪
戯
盛
り
だ
っ
た
小
さ
な
ボ
ブ
少
年

は
、
コ
ー
ト
の
下
に
潜
り
込
ん
で
ラ
ベ
ル

を
読
み
上
げ
た
。
「
メ
イ
ド
・
イ
ン
・
ジ

ャ
パ
ン
！
」

　

す
る
と
、
そ
の
親
戚
の
女
の
人
は
、
わ

っ
と
泣
い
て
し
ま
っ
た
の
だ
と
い
う
。
当
時

の
日
本
製
は

「
安
か
ろ
う
、
悪
か
ろ
う
」

で
知
ら
れ
て
い
た
の
だ
っ
た
。

　

当
時
、
日
本
製
品
は
、
わ
ざ
わ
ざ
大

分
県
の
宇
佐
で
作
ら
れ
も
し
た
。
英
語

表
記
が

「Mad
e in

 U
S
A

」
と
表
記
さ

れ
る
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。
当
時
、
日

本
製
は
粗
悪
品
の
代
名
詞
で
、
米
国
製

は
皆
の
憧
れ
だ
っ
た
。

　

映
画

『バ
ッ
ク
・
ト
ゥ
・
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
』

パ
ー
ト
３
で
、
１
９
５
５
年
の
若
い
博
士
が

「
安
物
を
使
う
か
ら
だ
、
ほ
ら
見
ろ
、

メ
イ
ド
・
イ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
と
書
い
て
あ
る

ぞ
！
」
と
指
摘
す
る
と
、
現
代
青
年
で

あ
る
マ
イ
ケ
ル
・
Ｊ
・
フ
ォ
ッ
ク
ス
が
、
「何

言
っ
て
る
ん
だ
よ
、
日
本
製
は
皆
、
最
高

さ
！
」
と
返
事
し
て
い
た
。
こ
の
映
画
が

作
ら
れ
た
の
は
１
９
９
０
年
で
、
筆
者
が

英
国
で

「
ス
ー
パ
ー

・
リ
ラ
イ
ア
ブ
ル
な

日
本
製
品
」
と
い
う
記
述
を
一
般
紙
で

目
に
し
た
頃
だ
。
逆
に
１
９
５
５
年
頃
は
、

敗
戦
か
ら
立
ち
上
が
っ
た
日
本
が
メ
イ

ド
・
イ
ン
・
宇
佐
な
ど
と
ラ
ベ
ル
に
貼
っ

て
い
た
頃
だ
。

　

こ
の
映
画
公
開
直
後
に
バ
ブ
ル
経
済
が

崩
壊
。
「失
わ
れ
た
20
年
」
が
始
ま
り
、

ほ
と
ん
ど
総
て
の
サ
ッ
カ
ー

・
リ
ー
グ
か

ら
日
本
の
家
電
メ
ー
カ
ー
は
撤
退
し
、

サ
ム
ソ
ン
や
Ｌ
Ｇ
と
い
っ
た
韓
国
勢
や
、

果
て
は
中
国
企
業
に
乗
っ
取
ら
れ
る
形
と

な
っ
た
。

　

こ
れ
は
こ
れ
で
致
し
方
な
い
。
か
つ
て
は

日
本
の
家
電
メ
ー
カ
ー
が
オ
ラ
ン
ダ
の
フ

ィ
リ
ッ
プ
ス
や
ド
イ
ツ
の
ブ
ラ
ウ
プ
ン
ク
ト

な
ど
を
追
い
込
ん
で
来
た
し
、
日
本
の
カ

メ
ラ
・
メ
ー
カ
ー
が
８
社
ほ
ど
で
、
ラ
イ

カ
な
ど
を
追
い
込
ん
で
来
た
。

　

そ
れ
が
今
で
は
、
デ
ジ
カ
メ
か
ら
さ
ら

に
ア
イ
フ
ォ
ー
ン
の
大
津
波
に
巻
き
込
ま

れ
て
、
日
本
の
カ
メ
ラ
・
メ
ー
カ
ー
も
、

８
社
か
ら
２
社
に
絞
ら
れ
苦
戦
し
て
い
る
。

　

一
世
を
風
靡
し
た
韓
国
・
中
国
勢
も

劣
勢
に
追
い
込
ま
れ
て
来
た
。
メ
イ
ド
・

イ
ン
・宇
佐
と
憧
れ
ら
れ
て
い
た
頃
の

「ア

メ
リ
カ
合
衆
国
」
に
立
ち
返
っ
た
か
の
よ

う
な
米
国
の
巻
き
返
し
だ
が
、
実
は
中

身
は
昔
と
全
く
違
い
、
構
造
は
、
も
っ
と

複
雑
に
な
っ
て
来
た
。
国
は
錯
綜
し
て
い
る
。

　

ご
存
知
の
よ
う
に
、
ア
イ
フ
ォ
ー
ン
は

台
湾
の
鴻
海

（ホ
ン
ハ
イ
）
精
密
工
業
と

い
う
電
子
機
器
の
受
託
生
産
を
行
な
う

世
界
最
大
の
工
場
が
、
ア
ッ
プ
ル
の
依
頼

で
製
造
し
て
い
る
。
同
社
は
シ
ャ
ー
プ
を

呑
み
込
ん
で
Ⅴ
字
回
復
さ
せ
、
も
ち
ろ

ん
ア
イ
フ
ォ
ー
ン
も
ほ
ぼ
一
手
に
引
き
受

け
て
い
る
。

　

安
い
か
ら
、
と
い
う
だ
け
で
は
な
い
。

米
国
で
作
ろ
う
と
す
る
と
、
９
０
０
０
人

タ
カ
タ
、
神
戸
製
鋼
、
日
産
、
ス
バ
ル
…
…

国
際
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

　
　

戸
田
光
太
郎

  

「
メ
イ
ド
・
イ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
」

　
　

〝
信
頼
失
墜
〟
の
底
深
き
危
機

JIRON
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の
エ
ン
ジ
ニ
ア
が
必
要
だ
が
、
そ
れ
だ
け

を
集
め
る
に
は
何
カ
月
も
か
か
る
。

　

だ
が
、
中
国
な
ら
２
週
間
で
可
能
だ
。

圧
倒
的
な
人
的
資
源
と
高
い
生
産
力
が

こ
の
国
に
は
あ
る
。
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

も
強
く
、
原
料
到
着
か
ら
４
日
で
１
万

台
組
み
立
て
ら
れ
る
能
力
も
あ
る
。

　

鴻
海
は
さ
ら
に
人
件
費
の
安
い
イ
ン
ド

で
も
生
産
を
開
始
す
る
。
ま
た
、
生
産

は
中
国
や
イ
ン
ド
に
な
る
が
、
例
え
ば
ア

イ
フ
ォ
ー
ン
の
手
ぶ
れ
補
正
機
能
を
果
た

す
部
品
は
、
ア
ル
プ
ス
電
機
と
ミ
ツ
ミ
電

機
の
２
社
が
作
っ
て
い
る
。
光
学
式
手
ぶ

れ
補
正
用
ア
ク
チ
ュ
エ
ー
タ
ー
の
生
産
拠

点
は
、
ア
ル
プ
ス
電
気
が
中
国
に
、
ミ
ツ

ミ
電
機
が
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
そ
れ
ぞ
れ
置
い

て
い
る
。

　

同
様
に
、
ア
イ
フ
ォ
ー
ン
の
画
面
を
点

灯
さ
せ
る
Ｌ
Ｅ
Ｄ
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
を

作
っ
て
い
る
の
は
ミ
ネ
ビ
ア
で
、
液
晶
パ
ネ

ル
は
シ
ャ
ー
プ
の
十
八
番
で
あ
る
。
ア
ッ

プ
ル
に
部
材
を
供
給
し
て
い
る
サ
プ
ラ
イ

ヤ
ー
数
は
約
２
７
０
社
で
、
台
湾
企
業
は

70
社
、
米
国
は
60
社
、
日
本
は
55
社
。

ひ
と
口
に
国
籍
を
言
う
こ
と
は
で
き
な
い
。

バ
イ
ク
は
依
然
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
だ
が

　

遠
く
か
ら
眺
め
れ
ば
製
造
業
の
勢
力
図

は
絶
え
ず
入
れ
替
わ
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、

今
は
昔
の
よ
う
に
、
ど
の
国
が
製
造
業
で

台
頭
し
て
来
て
、
ど
の
国
が
衰
退
す
る
と

い
う
単
純
な
話
で
は
な
く
な
っ
た
。

　

米
国
の
消
費
者
調
査
会
社
が
世
界
中
の

オ
ー
ト
バ
イ
・
ラ
イ
ダ
11
万
人
に
対
し
て

行
な
っ
た
、
バ
イ
ク
の
故
障
と
信
頼
に
関

す
る
調
査
結
果
は
以
下
の
と
お
り
だ
っ
た
。

（
数
字
は
故
障
率
）

●
10
位
：
カ
ン
ナ
ム
（
加
）
42
％

●
９
位
：
Ｂ
Ｍ
Ｗ(

独
）
40
％

●
８
位
：
ド
ゥ
カ
テ
ィ
（
伊
）
33
％

●
７
位
：
ト
ラ
イ
ア
ン
フ
（
英
）
29
％

●
６
位
：
ハ
ー
レ
ー
（
米
）
26
％

●
５
位
：
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ー
（
米
）
17
％

●
４
位
：
カ
ワ
サ
キ
（
日
）
15
％

●
3
位
：
ホ
ン
ダ
（
日
）
12
％

●
2
位
：
ス
ズ
キ
（
日
）
12
％

●
1
位
：
ヤ
マ
ハ
（
日
）
11
％

　

こ
の
順
位
の
Ｗ
Ｅ
Ｂ
記
事
に
対
す
る
カ
ナ

ダ
人
の
書
き
込
み
は

「
日
本
勢
が
上
位

な
の
は
当
た
り
前
」、
イ
タ
リ
ア
人

「
こ

の
ラ
ン
キ
ン
グ
に
は
納
得
」、
英
国
人

「や

は
り
信
頼
性
で
は
日
本
製
が
ト
ッ
プ
」、

米
国
人

「と
に
か
く
壊
れ
な
い
の
が
日
本

製
だ
」
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。

　

生
身
の
身
体
が
剥
き
出
し
で
乗
る
バ
イ

ク
の
ラ
イ
ダ
ー
か
ら
、
こ
れ
ほ
ど
称
賛
さ

れ
て
い
る
日
本
企
業
の
信
頼
性
と
い
う
も

の
は
、
本
当
に
素
晴
ら
し
い
と
思
う
。

　

そ
し
て
、
粗
悪
品
の
代
名
詞
だ
っ
た
１

９
５
０
年
代
か
ら
、
こ
つ
こ
つ
と
努
力
し
、

東
京
五
輪
の
年
１
９
６
４
年
頃
か
ら
盛
り

返
し
、
１
９
７
０
年
代
、
80
年
代
、
90
年

代
と
、
30
年
余
り
も

「信
頼
の
メ
イ
ド
・

イ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
」
「
ス
ー
パ
ー

・
リ
ラ
イ

ア
ブ
ル
な
日
本
製
品
」
と
い
う
ジ
ャ
パ
ン
・

ブ
ラ
ン
ド
・
イ
メ
ー
ジ
を
、
地
道
に
世
界

中
の
人
々
に
印
象
づ
け
て
来
た
。

　

そ
れ
な
の
に
、
こ
こ
へ
来
て
、〝
殺
人
エ

ア
バ
ッ
グ
〟
の
タ
カ
タ
、
神
戸
製
鋼
の
デ

ー
タ
改
竄
、
そ
し
て
自
動
車
メ
ー
カ
ー

に
よ
る
杜
撰
な
検
査
体
制
…
…
。

　

各
国
の
ニ
ュ
ー
ス
報
道
も
、
「
信
頼
の
日

本
ブ
ラ
ン
ド
の
凋
落
」
と
伝
え
て
い
る
。

海
外
メ
デ
ィ
ア
の
原
因
分
析
も
、
「
肥
大

化
し
た
日
本
企
業
が
官
僚
主
義
に
陥
り
、

目
先
の
効
率
主
義
に
追
わ
れ
て
小
手
先

で
対
応
し
た
結
果
」
と
報
じ
て
い
る
。

　

こ
れ
は
そ
の
と
お
り
だ
と
思
う
。
手
を

抜
く
と
本
田
宗
一
郎
か
ら
鉄
拳
を
喰
ら

っ
て
い
た
町
工
場
の
従
業
員
も
、
組
織
が

大
き
く
な
る
と
、
官
僚
的
に
動
く
の
は

当
然
だ
。

　

敗
戦
後
、
粗
悪
品
の
代
名
詞
だ
っ
た
日

本
製
品
を
磨
き
に
磨
い
て
信
頼
の
ブ
ラ
ン

ド
に
ま
で
高
め
た
の
は
、
や
は
り
、
戦
い

に
敗
れ
て

「こ
れ
し
か
な
い
」
と
鉄
拳
を

振
り
回
し
て
い
た
世
代
で
あ
る
。

　

だ
が
、
そ
の
鉄
拳
の
洗
礼
を
受
け
て
い

た
世
代
の
次
の
次
辺
り
か
ら
は
、
官
僚
組

織
を
回
す
小
手
先
の
技
術
に
習
熟
す
る

し
か
な
い
の
は
自
然
な
こ
と
で
、
三
代
目

が
事
業
を
潰
す
よ
う
に
、
日
本
国
の
ブ

ラ
ン
ド
も
分
水
嶺
に
来
て
い
る
よ
う
だ
。
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